
飯
伊
の
詩
吟
の
草
分
丸

山
岳
峰
の
『
吟
道
五
十
周

年
の
歩
み
』
に
「
龍
江
に

中
原
謹
司
と
い
う
人
が
い

た
。
後
に
、
県
会
議
員
、

衆
議
員
議
員
を
歴
任
さ

れ
、
下
伊
那
の
在
郷
軍
人

会
分
会
長
も
つ
と
め
た
方

だ
が
、
こ
の
人
が
昭
和
四

年
に
飯
田
市
江
戸
町
の
裁

判
所
東
北
側
角
に
猶�

�

興�
�

社�
�

を
設
立
」
と
い
う
一
文
が

あ
る
。丸
山
さ
ん
た
ち
は
、

昭
和
８
年
頃
か
ら
月
２

回
、
こ
の
猶
興
社
で
矢
高

行
路
（
束�

�
�）

さ
ん
を
会
長

に
下
伊
那
興
国
朗
吟
会
の

詩
吟
研
究
会
を
開
い
て
い

た
。ま

た
料
亭
八
ッ
橋
三
代

目
女
将
の
御
主
人
高
坂
正

治
さ
ん
の
『
な
つ
か
し
き

飯
田
　
市
井
巷
話
拾
遺
』

に
も
「
江
戸
町
の
正
永
寺

上
、
現
在
の
裁
判
所
の
下

通
り
角
に
「
猶
興
社
」
と

呼
称
す
る
木
造
三
階
建
の

建
物
が
あ
っ
た
。
あ
の
地

域
で
は
珍
し
く
大
き
な
建

物
で
幼
少
の
頃
に
満
州
国

移
民
（
開
拓
団
）
の
業
務

を
す
る
所
だ
と
灰
聞
し
て

い
た
が
定
か
で
な
い
」
と

い
う
一
文
が
あ
り
、
地
方

事
務
所
へ
勤
務
し
て
い
た

高
坂
さ
ん
は
、
猶
興
社
の

一
室
で
会
議
の
会
場
作
り

に
行
っ
た
記
憶
が
あ
る
と

書
い
て
い
る
。
昭
和
10
年

代
に
木
造
三
階
建
て
の
建

築
物
は
珍
し
か
っ
た
に
違

い
な
い
。
さ
ら
に
天
龍
峡

の
今
村
真
直
さ
ん（
84
歳
）

も
、
父
親
良
夫
さ
ん
の
使

い
で
川
路
か
ら
自
転
車
で

猶
興
社
に
行
っ
て
、
事
務

に
い
た
小
林
洋
吉
さ
ん
か

ら
駄
賃
に
お
菓
子
を
も
ら

っ
た
記
憶
が
あ
る
と
話
し

て
く
れ
た
。

こ
の
猶
興
社
と
は
ど
ん

な
機
関
な
ん
だ
ろ
う
と
思

っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
数
年

前
に
な
る
が
、
南
信
州
地

域
資
料
セ
ン
タ
ー
「
捨
て

な
い
で
!!
」
の
活
動
で
猶

興
社
の
創
立
趣
意
書
や
規

約
な
ど
の
書
か
れ
た
菊
判

14
頁
の
印
刷
物
が
見
つ
か

っ
た
。
そ
こ
に
は
「
責
任

者
中
原
謹
司
」
や
森
本
洲

平
他
22
人
の
下
伊
那
の
有

力
者
が
「
賛
成
人
」
と
し

て
名
前
を
連
ね
、「
信
陽

の
王
国
下
伊
那
は
古
代
よ

り
色
々
な
方
面
に
於
て
中

央
を
動
か
す
様
な
地
方
文

化
の
発
祥
地
と
し
て
重
用

視
さ
れ
て
き
ま
し
た
」
に

始
ま
る
当
地
４
紙
目
の
新

聞
創
刊
の
志
と
と
も
に
、

「
祖
国
興
亡
の
岐
路
に
臨

ん
で
文
章
奉
國
の
士
卒
」

た
る
旨
の
設
立
趣
意
の
陳

述
が
あ
っ
た
。
具
体
的
に

は
勃
興
す
る
リ
ベ
ラ
リ
ズ

ム
の
広
報
に
危
機
感
を
感

じ
た
旧
保
守
勢
力
の
印

刷
・
広
報
部
門
の
役
割
を

担
っ
て
い
た
よ
う
よ
う

だ
。大

正
中
期
か
ら
昭
和
10

年
頃
ま
で
の
飯
田
下
伊
那

は
印
刷
文
化
が
一
気
に
花

開
い
た
感
が
あ
る
。『
伊

那
公
論
』（
Ｔ
６
）、『
天

龍
口
論
』（
Ｔ
８
）『
組
合

製
糸
研
究
』（
Ｔ
９
・
郷

土
誌
『
伊
那
』
前
身
）、

大
正
10
年
に
は
下
伊
那
の

大
正
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
代

表
す
る
短
歌
雑
誌
『
夕

樺
』、
自
由
青
年
連
盟
の

機
関
誌
『
第
一
線
』（
Ｔ

12
）、『
政
治
と
青
年
』

（
Ｔ
13
）、『
信
濃
大
衆
新

聞
』（
Ｔ
15
）
他
、『
信
濃

産
業
新
報
』『
女
人
藝
術
』

『
獅
子
吼
』『
深
山
政
友
』

『
飯
田
ニ
ュ
ー
ス
』『
信
濃

国
民
新
聞
』
な
ど
様
々
な

雑
誌
や
新
聞
が
創
刊
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
の
メ
デ
ィ
ア

は
い
ず
れ
も
短
命
に
終
わ

る
が
、
こ
う
し
た
民
衆
思

想
の
台
頭
を
危
惧
す
る

人
々
も
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
中
に
、
中
原
謹
司

は
と
も
か
く
、
小
林
洋
吉

も
勤
め
て
い
た
な
ん
て
い

う
話
は
ま
さ
に
伊
那
谷
ら

し
い
。

「
匿
名
組
合
猶
興
社
」
に
つ
い
て

嶋
　
不
濁

猶興社趣意書

資
料
渉
猟
余
話
そ
の
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